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Abstract: Emotional expressions is an efficient way to convey one’s thoughts each other. Especially, in 
persuasive situations, emotional expressions of persuader may give a strong main effect on recipients 
attitude. Although there exist several studies on incorporating emotion factor in a dialog response 
selection, most past attempts focused only on user’s emotional states for constructing user's goal-oriented 
dialog systems. In this research, we aim to realize emotionally rich persuasive dialog system. Therefore, it 
is important to consider not only user’s emotional states but also system’s emotional expressions. In this 
study, we first collect dialog data including emotional expressions. Second, we analyze the dialog data 
and define system’s emotional states and dialog acts to implement into the dialog system. Finally, we 
construct an example-based persuasive dialog system.

1	 はじめに	

人間とシステムが持続可能な関係性を築くことは

対話システムの研究において重要な課題の一つであ

る．持続可能な関係性とは，人間が対話システムを

長期的に繰り返し利用してくれる状態を指す．

一般的に，自己開示をすることは相手との関係性

を築き上げるため有効である[1]．自己開示としてシ
ステム側に着目し，パーソナリティを問う質問にシ

ステムが答えられることを目指す研究[2]があるよ
うに，システム自身もまた自己開示することでより

円滑なコミュニケーションの実現が見込まれる．

特に，自己開示として感情表現を用いることは説

得や交渉の場面で有効であることが知られている

[3]．例えば，ユーザの感情がより前向きになるよう
促す応答を選択する研究[4]や，システムが正しい食
生活を提案する際，ユーザにポジティブな感情を生

起させるようなアドバイスを選択することで説得が

成功しやすくなることを示した研究[5]がある． 
本研究では，システム側の自己開示として感情表

現に着目した．ユーザの発話に対してシステム自身

の感情状態を遷移させ，遷移した先の感情状態に基

づいた感情表現を持つ応答文を選択する対話システ

ムを提案する．これにより，説得や交渉といった場

面でより提案が成功しやすくなることが期待できる． 
本稿では，システム自身の感情を考慮した対話シ

ステムの構築にあたり，収集した感情表現を含む対

話データの分析結果について述べる．また，現在構

築している対話システムの概要について紹介する．

2	 感情を含む対話データ収集・分析	

2.1	 感情表現を含む対話データの収集 
日常生活のなかで感情表現が活用される場面とし

て，説得や交渉を想定する．具体的な対話の流れと

しては，システムがユーザに作業を依頼し，ユーザ

がその依頼を受諾するまで，システムは怒りや悲し

みといった感情表現を用いながら説得を試みる．今

回は説得の場面として以下を設定した．

想定したシナリオに従った対話を収集するにあた

り，クラウドソーシングを利用した．ロボットから

の 5 種類の依頼に対し，各依頼ごとに対話例を 200
対話ずつ収集した．

収集した対話に含まれる発話数を表 1 に，収集し
た対話例を表 2に示す． 

表１．収集したユーザとシステムの発話数

2.2	 感情状態および対話行為の設定 
収集した対話から説得や交渉で有効な感情状態お

1) 掃除をすること 4) ゲームを止めること
2) 食べ残しをしないこと 5) 適度な運動を取ること
3) 早く寝ること

掃除 食事 就寝 ゲーム 運動

ユーザ発話数 2265 2172 2174 2146 2199 

システム発話数 2279 2185 2180 2155 2216 
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よび対話行為を分析・設定する．システムの感情表

現として，依頼が受諾されず怒る表現や悲しむ表現，

また依頼が受諾され喜ぶ表現が多く見られた．

表 2．収集した対話例 
そこで valenceと arousalの 2軸で感情を分類した

先行研究[6]に基づき，本システムでは，喜び・怒り・
悲しみ・感情無しの計４種類の感情状態を設定する． 
対 話 行 為 に つ い て は ， SWBD-DAMSL[7] や

DIT++[8]を参考に決定した（表 3）．一般に対話シス
テムで使われる対話行為に加えて，説得や交渉とい

った場面に応じて“ELICITING_MOTIVATION（相手
のやる気を起こす）”, “EMOTIONAL_REACTION（感
情的な対応） ”を新たに追加した．例えば， 
ELICITING_MOTIVATIONは「掃除しないと不健康
になるよ」のように，相手のやる気を引き出すよう

発話する．また， EMOTIONAL_REACTIONは「掃
除できないなんて怠け者だ」と相手を責めたり，ま

たは褒めたりするなど，感情的な発話を扱う．

表 3．設定した対話行為一覧 

3	 感情を表す対話システムの構築	

感情状態をシステムに実装する先行研究に，

Belief-Desireモデル[9]がある．Belief-Desireモデルと
は，システムの持つ信念(Belief)と，欲求(Desire)の組
合せにより感情を生成するモデルである．例えば，

お腹が空いたという欲求は，ご飯を食べたという信

念により叶い，システムは喜びの感情を生起する．

本研究では対話システムを構築するにあたり，

Belief-Desireモデルを拡張し，対話行為を考慮する 
モデルを提案する．処理の流れを図 1に示す．

図 1．対話システムの流れ 
まず，入力されたユーザの発話に対し，対話行為

を推定する．あらかじめ対話行為ごとに用例を作成

し，入力発話と用例との類似度を計算，最も類似度

が高かった対話行為を入力発話の対話行為とする．

次に，推定されたユーザの対話行為に基づき，ユー

ザがシステムの提案を受諾する可能性の度合いを扱

う Belief の値を更新する．例えば，対話行為が
REJECT のときは Belief の値は減り，ACCEPT のと
きは増える．Beliefの値の上限は 1,下限は-1である．
この値が高いほど，ユーザが受諾する可能性が高い

と判断する．システムの感情状態は，Belief の値と
ユーザ発話の対話行為に基づいて決まり，システム

が次に応答する発話の対話行為は，ユーザ発話の対

話行為とシステムの感情状態により決まる．最後に，

システムの応答文は対話行為と感情状態に基づき，

各感情と各対話行為の組合せごとに用意した用例に

従って応答文を選択する．以上の流れを，システム

はユーザが受諾するまで，すなわち Belief の値が 1
になるまで対話を続ける．

4	 おわりに	

今回，説得対話においてシステムの感情を導入す

るためデータ収集および対話システムのデザインを

行った．具体的には，クラウドソーシングを利用し，

感情表現を用いて説得を行うような対話を収集し，

対話の分析および対話行為の決定を行い，対話シス

テムの構築を行った．今後は，今回収集した対話の

発話文に対し対話行為を付与し対話システムの応答

を精度を向上させる．また，構築した対話システム

の評価をしていきたいと考えている．

システム お部屋を掃除しましょう

ユーザ え〜嫌だよ。面倒だよ。

システム 見てください。ゴミが落ちていますよ。

ユーザ 後で掃除するからいいよ。今はしたくない。

システム そんなことを言っていると、

どんどん部屋が汚れていきますよ。

ユーザ 大丈夫だよ。そんなに汚れていないから。

システム 僕は、綺麗な部屋の方が過ごしやすくて

気持ちよくて良いと思っていっているんです…。

ユーザ 今はしなくてもいいんじゃない。

システム そう言って、いつも掃除をしないのは君ですよ。

ユーザ まあ、確かに。

システム 後でと言わずに今から掃除しましょう。

僕が応援しますよ。

ユーザ 仕方ないな。掃除はじめるか。

システム やった。さすが君。頑張りましょう。
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